
1 年次講評 

起業家教育 
1年次 産業社会と人間 
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1年次では、自己理解や社会に貢献できる力を育成するために、地域を活か

すアイディアの創生に取り組んでいます。ビジネスアイディアを考える学習を

通じて、地域課題を捉え、具体的な活動の可能性を探っています。 
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1学期には、１年次は“起業家教育”で、ビジネスの視点から地域社会の魅力を掘り起こ

す学習を始めました。2年次は“針路学”で下北ジオパークを題材に、自己探求や地域の魅

力発見を関連させる活動を行いました。そして、3 年次では高校での探究活動の総仕上げ

としてポスターセッション形式で発表を行いました。これからも地域や周りの人との関わ

りを通じて、自己を掘り下げ、社会につながっていく活動を目指していきましょう。 

Ohminato High School 

今年度の産業社会と人間は起業家教育を

取り入れています。自分の興味のあること

や下北のよさを活かして、高校生ならでは

の発想でアイディアを膨らませています。 

０から１を生み出すことの難しさ、それ

を発展させることの楽しさを学んでもらい

たいです。たくさんの社会人と話す機会が

あります。自分の将来を考えながら、いただ

いた言葉を大切にしてください。 

 

（1年次担任 小原） 

自己探求×下北ジオ 
日程 4月～５月 

内容 自分の関心事や下北ジオパーク

について掘り下げ、自己探求と

地域探究を結びつける。 

ジオ・クエスト 
日程 ６月 13日（水） 

内容 4つのコースに分かれて各地域の方にインタビューを行う。 

東通コース、恐山・薬研コース、 

大間・風間浦コース、脇野沢・川内コース 

課題研究 
2年次 針路学 
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自分の関心事を掘り下げ、さらに地域のジオパーク

の魅力や課題と重なり合う点がないか検証し、自分

の関心と地域の課題の接点を探った。 

 

  ジオ・クエスト前に座学で事前調査をし、そこで得た知識を確かめる良い

機会となりました。普段見慣れていると思っていた地元でも、熱意を持って

働く方々に出会い、視点を変えることを学び、自分の足で歩くことで、新た

な疑問と気づきを得ました。 

２学期以降はジオ・クエストで実際に調査し得た気づきを一つの糧とし、

学びをより深めていきます。今後も多くの取り組みがありますが、一つ一つ

のプロセスが終わるたびに、「体験し終わった」と区切りをつけるのではな

く、すべての学びがどこかで「一本に繋がる」と思って、課題研究に励んで

ほしいです。 

(2年次担任 漆舘 ) 

2 年次講評 

実際に現地に行って、直接地域の方にインタビューすることで、下北ならではの魅力や課題、

地域の方々の工夫や足跡を伺った。自分たちの疑問や探究テーマを投げかけることで、生きた

地元の声を聞くことができた。 

ジオ・クエスト  
課題研究中間発表 

日程 7月 22日 各教室 

内容 ジオ・クエストでのインタビューや体験を

もとに、自分の課題と結び付けて、研究内

容の中間発表を行う。 

 

 

上級学校見学会 
日程 ７月４日（水） 

場所 青森中央学院大学・短期大学 

内容 大学・短大の模擬授業や学生の発表を

体験し、視野を広げ、進路を考える。 

 

御協力いただいた企業 
 

磯沼建設 青い森信用金庫 ウェルネスパーク 

熊谷建設工業 木村鉄工所 下北交通 千葉塗装 

東京堂 北新機材 むっつのたね リサイクル燃料 

（11社の皆様に御協力いただきました。） 

 

企業インタビュー 
日程 ７月 30日（火） 

場所 大湊高校 

内容 地元の企業の方に、自分たちの考えたビジネスアイ

ディアを発表してアドバイスをいただき、ブラッシュアッ

プする、また、各企業の取り組みについてインタビューを

行い、地域の現状や課題を学ぶ。 

 

起業家教育講演会 
Ⅰ 5月 8日 中小企業アドバイザー鈴木健氏 

Ⅱ 7月 3日 中小企業アドバイザー永田洋子氏 

Ⅲ 7月 10日 日本政策金融公庫 本田正人氏 

Ⅳ 7月 16日 MAHO-LA CREATIVE 櫻井亮氏 

内容 ビジネスアイディアの立案・掘り下げ・インタビュー方法の演習 
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 1学期は、下北ジオパークでのフィールドワークを行い、自分が関心を持っている

ことと、地域の課題解決とを関連させて、探究活動を行いました。 



東電福島第一原発研修 

 

東通原発研修 

 

震災から学ぶプロジェクト(岩手県宮古市田老町) 

 

 

 

課題研究 
3年次 針路学 3 

課題研究発表会 
目的 課題研究発表会の成果を発表し、探究型の

学習活動を発展させる。発表会をとおして

思考力・判断力・表現力の育成を図るとと

もに、地域に本校の取組みを紹介・理解し

てもらう。 

日程 7月 25日（木）ポスターセッション 

会場 大湊高校 

各自が関心を持つテーマについて、２年次から、地域や社会貢献と関連させて

課題研究を行ってきました。そして３年次ではゼミ形式で個人の課題を掘り下

げ、全員がポスターセッションでの発表に取り組みました。当日は、全校生徒

や来賓を前に、聴衆とコミュニケーションを取りながら発表を行いました。 

  

今回の研究活動と発表会を通じて、生徒たちは探究心を深めるだけでなく、問題解決能力や協力する力を大いに伸ばしま

した。生徒一人一人が熱中できるテーマを選び、調査や実験を重ねる中で、難題に直面しながらも工夫を凝らし、最適な答

えを見つけ出す姿は大変頼もしく感じられました。 

また、発表会では自分の意見を整理し、相手に伝える力が付き、今後の学びに対する自信を持つ良い機会となりました。      

（3年次担任 田畑） 

3 年次講評 

 

「シン・べこもち～郷土料理の未来

を創造する PartⅡ」 

 

「障害のある子供にはどんな遊び

が効果的だろうか？」 

 

「あづましん棚の作成 

～机を拡張するキットの考案～」 

 

探究ゼミ 
３年次の 1学期は、ゼミ形

式で 10～20 人が集まり、そ

れぞれの課題研究に取り組

んだ。研究成果はポスターの

形でまとめた。 

『発表の仕方講演会』 
目的 課題研究発表会に向けて、効果的な

内容の組み立て方や話し方を学び、

実践演習を行う。 

日程 7月 13日（木） 

講師 八戸工業大学 教授 高橋史朗氏 

ソトマナ 
課外活動チャレンジ 

ソトマナ 
誰でも参加できる活動です。校外の

様々なボランティアや活動、防災プロ

ジェクトやスキルアップなど、多くの

仲間がチャレンジしています。これか

らも積極的に参加してください。 
 

課題研究  

研究成果報告書 

  


